県子連ＳＬＣ　かながわ戦隊　県子レンジャー全体会＜第1回＞　会議録
日時：5月19日（土）13:00～
場所：二俣川　スカウト会館
出席：笠倉、増井、関口、池西、辻、矢作、神名部、橘、栁下、渡辺
議事：県ＪＬ大会について 
☆第1回の全体会では自主研を行う予定でしたが、県ＪＬ大会が迫ってきていること等を考慮し、予定を変更して県ＪＬ大会中心の話し合いを行いました。

○5/20　9:00～登戸で県JL大会の打合せをするようですが、県ＪＬ大会経験者や今年の話し合いの経過を知っている人が誰もいません。

　本番までもう2ヶ月をきっていて焦るのもわかりますが、今年から県ＳＬ活動に参加している人も多いのでコミュニケーションを取らないと本番がボロボロになる。ＳＬのみんなが楽しいって思わないとダメだと思います。
提案：県子連事業部員は県ＪＬ大会のお手伝いをやっていただきたい。

　　　　もちろん本番は事業部関係なく行いますが、会議等は手伝っていった方がいい。

＜今までの振り返り＞

　前回の大会ではレクを工夫したから、今回の大会ではレク以外をやる。

　　→今のJLは応用力があまり無いのでツールを少しやるだけで世界観は変わっていくのでは。

　　　　子ども会に派遣で行ったときにすぐ使えるモノをやってあげるといいですね。

　　→でももしかしたら、やるだけでは「楽しかった」だけで終わってしまう。

○そもそも伝えたい事は“レク以外もある”って事ではなくて“遊びって何？”って事では？  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　レクも元を辿れば遊びから出ているものなので。
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☆だから単純に遊びって何？って事を考えられるようにもっていけばいい。

　→そうなると遊びって何？って話をココ（STAFF間）でしなければダメ。
　　例えば））

　　　子ども達にとっても遊びって何？って話し合いをしてもいい。

･クラフトも工作とかにしてしまうと遊びではなくなってしまう⇒完成形が決まっているから

･スポーツでもサッカーやりましょう！とかってなると遊びではなくなる⇒ルールが決まっているから

･ペープサートも作るのか、やるのか、見るのかとかで遊びではなくなってくる可能性も。
○子どもにしてみたら虫遊び（アリさんバラバラにちぎってみたり）も遊びの一つ。

　　レク⇒集団遊び、アリさんバラバラ⇒一人遊び

　　　いろいろな部分を捉えて遊びと呼ぶ。

ＪＬがレク以外をやらないのは

1 集団遊びから抜け出せないから

2 遊び自体がわかっていない

· 遊びが見えてこないとレク以外のジャンルに行かない。

　　　　　－ＳＬが思う遊びの定義－

　　　　　　･子ども達が自分達で考えて、やって、楽しめれば遊び

　　　　　　･大人に提供されたものでも子ども達が楽しんでいれば遊び

○遊びって概念は人それぞれ…。

　　　　　　✿ＪＬとして子ども達に何をしてあげればいいのか？

　　　　　　　　ＪＬはクラフトを専門的に教えられるおばちゃんではないし、バルーンをうまく作れるおじさんでもない。
　　　　　　　　　　　≪これがMain！≫
　　　　　　　　ＪＬ⇒　子ども達と遊ぶ　⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　今まではレクしか出てこなかった。
　　　　　　　　　　　自分達も楽しむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○今どういう状況で何をすれば子ども達は楽しいのかって事を考えられるように。

　　　　　　　　　　⇒適した物が他にもあるよっていうのを考えられるように。

　　　　　　　　･どういうバリエーションがあるよって考える時にある程度の縛り（ＪＬっていう状況と子ども会っていう場所）をつけておかないと。

　　　　　　　　　子ども会だからレクって選択をしている
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　　　　友達関係を広く深くしていく為にアイスブレークだったりをする
　　　　✿クラフトとかでもやり方を工夫して、仲良くなってもらうようなプログラムにするのがＪＬの役目✿

　　　　･最近のＪＬはKYTの知識/意識が無さ過ぎるので、大会の中にＫＹＴの要素も含めるようなプログラムにしたい。

　　　　　（5分ずつプログラムの前にやりましょうでもOK）

　　　　･七沢での使用場所については去年と同じようなおさえ方をしていただいています。

　　　　　事前調整会が6月にあります。

　　　　○大会ではＪＬにどのレベルまで提供しますか？

　　　　　･参加者によってはレクが大事な時期の子もいれば、レクを教える時期ではない子もいる。

　　　　　･参加者によっては楽しかっただけで終わってしまう。

　　　ではこれからSTAFFは何をしていけばいいでしょう？

1 プログラム（ツール）を考える

2 伝え方を考える　　　　　コース別→発表→まとめる

　　　　　　　　　　　　　　　　 みんなで一緒にやる→まとめる

☆バリエーションってねらいがあるから、ある程度の品数を用意しておかなければいけません。

　　　　
　　　ねらいに戻って…

　　　　　今大会のゴールは？

　　　　　　　･きっかけをあげる→レク以外のものにも興味を持つ好奇心を芽生えさせる

　　　　　　　　⇒これだと知っただけで終わってしまいませんか？

　　　　　　　･子ども会に行った時にすぐできるように。

　　　　　　　　「レクしてください。」って依頼でも「レク以外にもこんな事ができますがいかがですか？」って言えるように。

　　　　　　　･まずＪＬ自身が楽しいって思わないと子ども達にやってあげようとは思わない。ＪＬにとっても子どもにとっても魅力的なツールを提供できるようにしましょう。

　　　　去年の大会を見ているとプロ⑤のまとめはつまらなくて身になっていない。色々遊んで楽しかったな―で終わってしまっていました。

　　　　○ではどうやって大会を進めていけばいいでしょう？

　　　　　　･第1、2回大会を見ているとまとめの時には疲れてしまっていて話が良くわかっていない。だから先に少し話しを

しておくとちょっと違ってくると思う。

･1日目は遊びなり何なりをして1日目の最後にその日の事をまとめつつ、2日目は自分達で考えてオリジナ

リティをだしていく。1日目のまとめを踏まえた上で考えさせる。

1日目が1部、2日目が2部の構成でやるのもいいかも。

･先にちょっと話しをしてしまうと「考えなきゃ！」って事が先行してしまって楽しむことを忘れてしまいそう。確かに

1、2回大会を見ているとまとめ部分は全て理解していないけど、それはまとめの工夫しだいだと思う。

先ほどから子ども会で仲良くなるためにはレク以外でも有効ですって話しをしていますが…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　ではＪＬにどうして欲しいかを考えなくてはいけません。

何でこの大会に来ようと思ったのか？ってＪＬに聞いたときに

　→ＪＬとしてのスキルをＵＰしたいから

　　　→ＪＬ、子ども会の活性化　　　って考えはない。

ねらいに戻って…。

　　ねらいを一言であらわすと”何で子ども会に行くのか考えよう！”
～子ども会でのプログラムは仲良くなる為にあることを知り、レク以外の方法を見つけ実践できるようにする～

　　

　　　テーマは”バリエーション”
☆県大会に限らずＳＬの共通見解として心に入れておいて欲しい事（wikiに別枠で記載予定）

　　子ども会プログラムの本質　≪私たちの役割は？≫

　　　･子ども会の仲でのいち人間関係を良くする。
　　　･子ども達に子ども会は楽しいと思ってもらう。

　　　･地域社会のつながりの増大

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　この為に今までは”レク”を使っていた

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　レクだってねらいを持って行いねらいに合わせて工夫する事によってさらに楽しくなる。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　レクだけじゃなくても他の手段を使ってみる

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　楽しみの幅が広がる
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